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【手続補正書】
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【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　巻芯と、捲回軸に垂直な平面における断面の形状が扁平となるように、前記巻芯の周り
に捲回される正極、負極およびセパレータを有する電極部と、を有する電極体を備え、
　前記電極体には、前記断面の長手方向における前記巻芯と前記電極部との間に空隙が形
成される
　蓄電素子。
【請求項２】
　前記電極部は、前記断面の長手方向の両端を形成する２つの曲線部と、前記２つの曲線
部を接続する直線部とを有し、
　前記空隙は、前記巻芯と前記曲線部との間に形成される
　請求項１に記載の蓄電素子。
【請求項３】
　前記空隙は、前記巻芯と前記曲線部と前記直線部の端部とにより形成される
　請求項１または２に記載の蓄電素子。
【請求項４】
　前記空隙は、前記断面の長手方向における前記巻芯の両端部と前記電極部の両端部との
間に形成される
　請求項１から３のいずれか１項に記載の蓄電素子。
【請求項５】
　前記断面の長手方向の一方の端部側であって、前記電極体の外方に配置されるスペーサ
を備え、
　前記空隙は、前記断面の長手方向の前記一方の端部側に形成される
　請求項１～４のいずれか１項に記載の蓄電素子。
【請求項６】
　断面が扁平形状の巻芯の断面長手方向の外側に空隙形成部を配置して巻軸体を構成する
巻軸体構成工程と、
　前記巻軸体構成工程により構成された前記巻軸体に対して、正極、負極およびセパレー
タを捲回して電極体を構成する捲回工程と、
　前記捲回工程により構成された前記電極体から、前記空隙形成部を抜き取る抜き取り工
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程と
　を含む蓄電素子の製造方法。
【請求項７】
　巻芯を準備する工程と、
　前記巻芯に対して、正極、負極およびセパレータを捲回して電極体を構成する捲回工程
と、
　を含み、
　前記捲回工程では、前記巻芯に対して前記正極、前記負極および前記セパレータを捲回
させる最初の数周において、前記正極、前記負極および前記セパレータの内周を前記巻芯
の外周よりも長くなるように捲回する、
　蓄電素子の製造方法。
【請求項８】
　巻芯と、捲回軸に垂直な平面における断面の形状が扁平となるように、前記巻芯の周り
に捲回される正極、負極およびセパレータを有する電極部と、を有する電極体を備え、
　前記電極体には、前記断面の長手方向における前記巻芯と前記電極部との間に空隙が形
成される
　電極体。
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